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１．概要（Summary） 

熱可塑性プラスチックを母材に用いた炭素繊維強化熱

可塑性プラスチック（CFRTP）は，生産性に優れているた

め，特に自動車用途において期待が高まっている．一方

で，炭素繊維（CF）と樹脂間の界面接着力が力学物性を

大きく左右する重要な因子であることが知られるが，

CFRTP 中の界面において頑固な接着力を実現するに

は工夫が求められている． 

本研究は，CF に対して UV-O3処理を施すことによ

って表面改質を施し，CFRTP中の界面接着に対する効

果を検討することが目的である．そのために，X線光電

子分光装置を用いて，UV-O3処理によるCF上への含酸

素官能基付与量を定量的に評価した．なお，母材樹脂

には自動車用途 CFRTP における有力候補であるポリ

アミド６（PA6）を対象として検討を行った． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

X線光電子分光装置  

【実験方法】 

表面未処理の CF に対して，表面処理として UV-オゾ

ン照射による酸化処理を施した．未処理繊維と処理繊

維に対して XPS測定を行い，O1Sと C1Sのピーク面積

比を O/C値として含酸素官能基量の指標とした．PA6

と各 CF間の界面接着強度（IFSS）をフラグメンテー

ション試験法[1]によって測定した．また，実際に PA

６を母材とする CFRTP を成形し，CFRTP の力学物

性を３点曲げ試験により評価した．  

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Table 1に各CFのO/C値とPA６との IFSSをまとめる．

表面未処理のCF であってもO1Sピークは僅かに観察

されたが，O/C値は極めて低かった．一方で，UV-O3

処理したCFは高いO/C値を有した．その効果として，

PA６との IFSSも大きく増大することも明らかとなっ

た．PA６はアミド結合部位に極性を有しており，含酸

素官能基と水素結合を形成した結果と推察される． 

Fig. 1に各 CFRTPの曲げ試験中における応力-歪み

曲線を示す．CFRTP 中の界面において頑固な接着が実

現されたことによって，CFRTPの曲げ強度が大きく改善さ

れることを明らかとした． 

 

 Untreated Treated 

O/C  0.03 0.13 

IFSS with PA6 26 MPa 48 MPa 

Table 1 O/C values and IFSS with PA6 of untreated 

and treated CFs 

   Fig. 1 Strss – Strain curve of bending test 
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